
訪

中

私

記

中
日
友
好
医
院
開
院
式
に
列
席
し
て

盲
【　
柳

誠

昨
年
の
十
月
二
十
三
日
、
北
京
に
中

日
友
好
医
院
が
開
院
、
日
本
か
ら
も
多

く
の
関
係
者
が
訪
中
し
て
盛
大
な
式
典

と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
。
東
洋

医
学
関
係
者
は
、
北
里
研

。
東
洋
医
学

総
合
研
究
所
か
ら
矢
数
道
明
氏
、
東
方

医
療
振
興
財
団
か
ら
間
中
喜
雄
氏
な

ど
、津
村
順
天
堂
か
ら
津
村
会
長
な
ど
、

計
十
数
名
が
中
国
衛
生
部
の
招
聘
を
受

け
た
。
筆
者
は
幸
い
に
も
矢
数
道
明
氏

に
随
行
し
、
そ
の
一
部
始
終
を
つ
ぶ
さ

に
見
聞
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
こ

で
本
紙
面
を
借
り
、
筆
者
の
私
見
を
交

え
こ
れ
を
報
告
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

友
好
医
院
の
建
設
と
現
況

す
で
に
新
聞
等
で
周
知
の
こ
と
で
あ

ろ
う
が
、
本
医
院
は
故
大
平
総
理
の
提

唱
に
よ
り
、
日
本
政
府

。
国
際
協
力
事

業
団
の
一
六
四
億
円
に
の
ぼ
る
無
償
援

助
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
建
設

の
決
定
後
、
中
国
内
に
は
建
設
地
及
び

開
院
後
の
所
轄
等
に
つ
い
て
様
々
な
確

執
が
生
じ
着
Ｉ
を
遅
ら
せ
た
が
、
最
終

的
に
は
北
京
中
医
学
院
の
隣
接
地
に
設

置
す
る
が
、
管
轄
は
衛
生
部
が
直
接
行

う
こ
と
に
落
ち
着
い
た
。
日
中
両
政
府

の
本
院
を
設
立
す
る
趣
旨
の
一
つ
は
、

）

日
本
の
現
代
医
学
と
中
国
の
伝
統
医
学

の
結
合
に
あ
る
の
で
、
友
好
医
院
と
中

医
学
院
双
方
の
研
修
に
都
合
の
良
い
こ

の
地
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

医
院
は
一
九
八
二
年

一
月
十
五
日
に

着
工
、
約
二
年
半
を
費
し
昨
年
七
月
二

日
に
完
成
し
た
。
設
計
の
全
部
と
建
設

指
導
は
日
本
側
が
行

っ
た
が
、
用
地
の

提
供
と
建
設
は
中
国
側
が
担
当
し
た
。

工
事
の
最
盛
期
は
、　
一
日
延
べ
二
千
人

の
労
働
者
に
加
え
馬
も
動
員
さ
れ
る
な

ど
、
中
国
な
ら
で
は
の
人
海
戦
術
で
敢

行
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
一
帯
は
元
々
人
民
公

社
の
農
地
で
あ

っ
た
。
ま
た
元
朝
の
首

都

「
大
都
」
の
ＩＦｌ
城
壁
跡
の
す
ぐ
内
側

で
、
墓
地
の
多
か
つ
た
地
域
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
基
礎
工
事

当
初
は
少
な
か
ら
ぬ
出

土
物
等
が
あ

っ
た
よ
う

だ
。
医
院
の
完
成
し
た

今
は
、
新
設
の
道
路
が

延
長
さ
れ
、
医
院
前
に

は
バ
ス
停
も
設
置
さ
れ

る
な
ど
、
以
前
と
は

一

変
し
た
風
景
と
な

っ
て

い
る
。
も

っ
と
も
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
、
猛
烈

な
建
築
ブ
ー
ム
に
沸
く

昨
今
の
北
京
で
は
と
り

た
て
て
珍
し
く
も
な
い

が
。医
院
の
建
物
は
現
在

全
部
で
十
三
棟
、
総
建

築
面
積
は
八
万
三
千
平

方
米
で
あ
る
。
内
部
の

）

機
構
は
、
０
外
来
部
門

（
一
日
二
千

人
）、
０
病
棟

（
一
千
床

¨
そ

の
内
、

高
級
幹
部
と
外
国
人
用
が

三
百
床
）、

中
国
友
好
医
院
平
面
図 ▲詩院干面固
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０
リ
ハ
ビ
リ
部
門

公
二
百
床
）、
０
臨
沐

医
学
研
究
所

（研
究
人
員

二
百
名
）、

０
中
等
衛
生
学
校

（在
校
生
四
百
名
、

看
護
婦
を
主
に
、
放
射
線
技
士

・
検
査

技
士

。
調
剤
士
を
養
成
）
の
五
部
門
と

な

っ
て
い
る
。
将
来
は
サ
ー
ビ
ス
部
門

も
拡
充
し
て
敷
地
内
に
ホ
テ
ル
を
附
設

し
、
外
国
か
ら
の
長
期
療
養
者
を
受
け

入
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

医
院
内
に
は
約
八
百
名
の
中
医
師
と

西
医
師
、
及
び
中
西
結
合
医
師
、
ま
た

一
千
名
の
看
護
婦
、
三
百
名
の
医
薬
技

士
、
こ
れ
に

一
般
職
員
と
党
政
治
職
員

を
加
え
総
計
三
千
七
百
名
ほ
ど
が
従
事

し
て
い
る
。
ま
た
本
敷
地
に
あ

っ
た
人

民
公
社
の
農
民
と
そ
の
家
族
の
多
く
が

一
般
職
員
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
医

院
は
今
後
中
国
に
お
け
る
最
高
の
医
療

機
関
と
な
る
べ
き
要
請
か
ら
、
国
外
よ

り
最
新
の
医
療
機
器
を
導
入
し
て
い
る

ば
か
り
で
な
く
、
医
療
従
事
者
に
も
高

い
質
が
求
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
そ

し
て
中
医
師
の
多
く
は
北
京
中
医
学
院

と
中
医
研
究
院
か
ら
、
西
医
師
は
北
京

医
学
院
と
医
学
科
学
院

（首
都
医
院
）

を
中
心
に
抜
櫂
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
ち
な
み
に
本
医
院
に
は
、
設
立
の

決
定
後
に
千
葉
大
や
阪
大
等
の
医
学
部

や
病
院
に
派
遣
さ
れ
て
研
修
し
た
西
医

師
や
医
薬
技
士
、
ま
た
日
系
や
旧
満
洲

出
身
の
医
師
等
も
多
く
、　
一
つ
の
カ
ラ

ー
を
作

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
、
天

聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
か
つ
´
、中

国
の
西
医
師
に
は
、
ソ
ビ
エ
ト
派
、
ア

）

メ
リ
カ

・
フ
ラ
ン
ス
派
、
そ
れ
に
ド
イ

ツ
・
日
本
派
が
、
各
々
の
留
学
先
や
列

強
の
建
設
し
た
出
身
校
別
に
あ
り
、
ド

イ
ツ
ｏ
日
本
派
は
少
数
で
肩
身
が
狭
か

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
今
後
は
本
医
院
を

核
に
、
良
い
意
味
で
新
日
本
派
が
芽
生

え
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
本
院
の
最
大
の
特
徴
は
、
中
西

結
合
医
学
を
中
心
に
、
現
代
医
学
と
伝

統
医
学
の
三
者
を
併
存
さ
せ
、
最
新
の

設
備
を
駆
使
し
て
こ
れ
ら
を
更
に
高
い

水
準
へ
と
止
揚
さ
せ
る
こ
と
を
設
立
趣

旨
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た

が

っ
て
臨
床
部
門
は
中
西
結
合
医
学
と

現
代
医
学
で
二
十
三
科
、
伝
統
医
学
は

内
科
、
熱
病
科
、
骨
傷
科
、
肛
腸
科
、

婦
人
科
、
小
児
科
、
老
人
科
な
ど
十
四

に
分
科
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
院
長
は
胸

部
外
科
が
専
門
、
針
麻
酔
手
術
で
著
名

な
中
西
結
合
医

・
辛
育
齢
氏
、
副
院
長

の
一
人
は
元
北
京
中
医
学
院
教
授
で
温

病
が
専
門
の
老
中
医

。
印
会
河
氏
な

ど
、
各
々
に
そ
の
役
職
も
分
割
分
担
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
条
件
に
恵
ま
れ

た
医
院
は
日
中
共
に
か
つ
て
な
か
っ
た

だ
け
に
、
そ
の
ゆ
く
え
は
中
国
国
内
ば

か
り
で
な
く
、
わ
が
国
で
も
剖
目
し
て

見
守
る
価
値
が
あ
ろ
う
。
中
国
国
内
で

は
、
と
り
わ
け
中
西
結
合
医
師
と
新
中

医
師

（中
医
学
院
卒
の
中
医
師
）
に
と

っ
て
本
医
院
の
設
立
が
、
極
め
て
大
き

な
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

る
）^
こ
の
両
種
の
医
師
は
、
年
数
の
相

違
は
あ
る
が
現
代
医
学
と
伝
統
医
学
の

正
式
な
教
育
を
ほ
ぼ
同
等
に
大
学
で
受

け
て
い
る
。
つ
ま
り
友
好
医
院
は
彼
ら

の
臨
床
と
研
究
の
場
と
し
て
、
最
も
理

想
的
モ
デ
ル
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
同

時
に
本
医
院
の
臨
床
と
研
究
成
果
が
、

わ
が
国
に
お
け
る
伝
統
医
学
の
再
評
価

と
研
究
に
も
多
く
の
客
観
的
資
料
と
示

唆
を
提
供
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ

う
。
そ
う
あ

っ
て
こ
そ
、
本
医
院
が
単

に
両
国
友
好
の
象
徴
と
し
て
ば
か
り
で

な
く
、
将
来
両
国
医
学
界
の
協
力
交
流

の
橋
頭
堡
と
な
り
得
る
も
の
と
言
え
よ

開
院
式
典
と
記
念

レ
セ
プ

シ

ョ
ン

開
院
式
典
と
開
院
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
挙
行
さ
れ
た
の
は
、
十
月
二
十
三

日
の
午
後
と
晩
で
あ
る
。
筆
者
ら
は
中

国
側
の
要
望
に
よ
り
前
日
の
二
十
二
日

に
北
京
入
り
し
て
い
た
が
、
当
日
は
前

日
に
継
ギ
曇

一
つ
な

い
好
天
で
あ

っ

た
。
東
京
よ
り
幾
分
寒
い
こ
と
を
予
想

し
て
い
た
が
、
朝
か
ら
軽
く
汗
ば
む
は

ど
で
、
屋
外
で
開
院
式
の
行
わ
れ
る
午

後
の
陽
気
が
少
々
気
に
な
る
ほ
ど
で
あ

っ
らに
こ
こ
れ
に
先
立
ち
、
更
洋
医
学
関
係
者

は
午
前
中
に
友
好
』
院
の
参
観
に
招
か

れ
た
。
医
院
の
広
い
駐
車
場
に
は
式
典

用
の
会
場
が
既
に
設
営
さ
れ
、
そ
の
周

囲
と
全
建
物
の
屋
上
に
は
赤
、
青
、
黄

の
原
色
の
旗
が
は
た
め
き
、
す

っ
か
り

と
お
祭
り
気
分
で
あ
る
。
ま
た
敷
地
の

ほ
ぼ
中
央
に
は
巨
大
な
蓮
の
花
を
象

っ

た
噴
水
が
あ
り
、
そ
の
花
弁
に
塗
ら
れ

た
鮮
や
か
な
色
彩
が
雰
囲
気
を

一
層
華

や
か
に
盛
り
上
げ
て
い
る
。
医
院
の
正

門
に
は
副
院
長
の
印
会
河
教
授
が
我
々

を
出
迎
え
て
お
ら
れ
た
。
印
教
授
は
、

以
前
は
北
京
中
医
学
院
附
属
東
直
門
医

院
教
授
の
老
中
医
で
、
そ
の
い
か
に
も

中
国
の

「
大
人
」
ら
し
い
風
貌
と
人
な

つ
こ
い
笑
顔
で
、
学
生
達
か
ら

「
八
戒

老
師

一
と
愛
称
さ
れ

て
人
気
が
あ

っ

た
、
ま
た
筆
者
に
は
北
京
中
医
学
院
に

留
学
中
、
同
行
し
て
い
た
妻
の
こ
じ
ら

せ
た
病
を
治
療
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
』
型
鰤
ヤ
』
昨
げ
ゴ
れ
た
東
洋
医

学
関
係
者
の
代
表
格
で
あ
る
矢
数
道
明

氏
は
、
こ
れ
ま
で
中
国
各
地
の
伝
統
医

学
関
係
機
関
の
要
望
に
応
じ
、
多
く
の

漢
方
医
学
書
籍
を
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
今
回
の
中
日
友
好
医
院
開
院
を

記
念
し
、
当
初
開
院
が
予
定
さ
れ
て
い

た
十
月

一
日
の
国
慶
節

（中
国
建
国
記

念
日
）
に
合
わ
せ
、

『
漢
方
の
臨
床
』

誌
企
巻
他
を
既
に
友
好
医
院
宛
に
郵
送

さ
れ
て
い
た
。
我
々
は
ま
ず
院
長
室
に

案
内
さ
れ
、
矢
数
氏
は
そ
こ
で
こ
の
贈

呈
書
日
録
を
辛
育
齢
院
長
に
手
渡
し
、

開
院
と
今
後
の
発
展
を
祝
し
た
。
そ
の

後
、
西
医
の
強
副
院
長
と
中
医
の
印
副

院
長
を
囲
む
座
談
会
が
持
た
れ
、
両
氏

か
ら
友
好
医
院
の
抱
負
な
ど
が
述
べ
ら

れ
た
。
会
談
後
、
矢
数
道
明
氏
と
間
中
喜
雄

氏
ら

一
部
は
、
北
京
飯
店
で
の
衛
生
部

左
よ
り
強
副
院
長
、
矢
数
氏
、
間
中
氏
、

印
副
院
長
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に
よ
る
昼
の
招
宴
に
出
席
し
た
。
主
催

者
側
の
代
表
で
あ
る
銭
信
忠
前
衛
生
部

長
、
社
月
梨
現
衛
生
部
長
の
御
二
人
と

も
、
矢
数

。
間
中
両
氏
と
は
旧
知
の
問

柄
で
あ
る
。
旧
友
を
厚
く
も
て
な
す
中

国
の
こ
と
ゆ
え
、
親
交
を
暖
め
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
筆
者
ら
残
り
の
関

係
者
は
、
引
き
続
き
院
内
の
外
国
人

・

二
十
三
日
畳
、
衛
生
部

の
招
宴

左
よ
り
桂
現
衛
生
部
長
、
間
中
氏
、
矢
数
氏
、

錢
前
部
長
、
平
井
氏

高
級
幹
部
用
病
室
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
、

中
医
の
内
科
外
来
等
を
参
観
し
た
。
医

院
内
は
日
本
の
設
計
に
よ
る
も
の
だ
け

に
、
案
内
の
標
識
に
至
る
ま
で
現
代
的

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
筆
者
に

と

っ
て
、
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
制

服
の
変
化
で
あ
る
。
中
国
で
は
従
来
、

医
師
、
看
護
婦
、
調
剤
士
な
ど
の
白
衣

に
厳
密
な
区
別
は
な
く
、　
一
般
に
外
見

外
国
人
用
リ
ハ
ビ
リ
部
門

か
ら
の
判
断
は
困
難
で
あ

っ
た
。
と
こ

ろ
が
友
好
医
院
で
は
中
国
民
に
幾
分
ア

レ
ン
ジ
さ
れ
て
は
い
る
が
、
各
々
に
日

本
な
ど
と
同
様
の
区
別
が
あ
り
、
筆
者

の
Ｈ
に
は
奇
妙
な
ほ
ど
新
鮮

に
映

っ

た
。
将
来
は
外
国
か
ら
の
患
者
も
多
数

受
け
入
れ
る
予
定
、
と

の
こ
と
で
あ

る
。
恐
ら
く
は
そ
の
理
由
も
あ
り
、
従

事
者
の
服
装
や
容
姿
ま
で
配
慮
し
て
い

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
勝
手
な
憶

測
を
め
ぐ
ら
し
た
り
し
た
。

さ
て
今
回
の
中
心
で
あ
る
開
院
式
典

は
、
夏
を
想
わ
せ
る
好
天
下
、
午
後
二

時
半
よ
り
友
好
医
院
の
屋
外
に
臨
設
さ

れ
た
会
場
で
挙
行
さ
れ
た
。
会
場
で
は

両
国
旗
を
背
に
、
両
国
政
府
要
人
が

一

段
高
い
演
台
に
ず
ら
り
と
並
ん
で
い

る
。
日
本
か
ら
は
鈴
木
前
総
理
夫
妻
、

）

故
大
平
総
理
夫
人
、
橋
本
前
厚
生
大
臣

夫
妻
、
渡
部
現
厚
生
大
臣
、
有
田
国
際

協
力
事
業
団
総
裁
、
中
江
駐
中
国
大
使

な
ど
。
中
国
側
は
、
趙
紫
陽
総
理
、
王

震
中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長
、
陳
慕
華

対
外
経
済
貿
易
部
長
、
谷
牧
国
務
委

員
い
万
里
中
央
政
治
局
委
員
、
銭
前
衛

生
部
長
、
社
現
衛
生
部
長
、
辛
医
院
長

な
ど
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
中
国
政
府

で
は
高
級
幹
部
の
世
代
交
代
を
進
め
て

開
院
式
典

い
る
と
は
い
え
、
こ
の
ク
ラ
ス
に
な
る

と
高
齢
者
が
多
く
、
顔
を
見
せ
る
の
は

国
慶
節
時
の
天
安
門
広
場
な
ど
に
限
ら

れ
て
い
る
。
ま
た

一
つ
の
政
府
が
十
億

人
の
政
治
か
ら
経
済
に
至
る
全
て
を
管

理
す
る
体
制
の
た
め
か
、
政
府
中
枢
の

要
人
は
雲
上
の
人
と
い
う
意
識
が
わ
が

国
以
上
に
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

た
が

っ
て
壇
上
の
両
国
政
府
要
人
の
名

が
読
み
上
げ
ら
れ
る
毎
に
、
会
場
の
中

国
側
参
列
者
よ
り
大
き
な
ど
よ
め
き
が

起
き
て
い
た
。
居
合
わ
せ
た
筆
者
の
中

国
人
友
人
は
自
国
政
府
の
最
高
級
ク
ラ

ス
が
か
く
も
列
席
し
た
の
を
見
て
、
本

医
院
に
与
え
ら
れ
た
政
治
的
意
味
あ
い

の
大
き
さ
を
再
認
識
し
た
と
語

っ
て
い

た
。
式
典
は
桂
部
長
、
渡
部
大
臣
、
中

江
大
使
、
辛
院
長
の
順
に
祝
辞
と
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
、
三
時
半
に
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
と
賑
や
か
な
爆
竹
で
し
め
く
く
ら
れ

た
。開
院
記
念
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
こ

れ
に
続
き
会
場
を
人
民
大
会
堂
に
移
し

開
か
れ
た
。
人
民
大
会
堂
は
日
本
の
国

会
議
事
堂
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
も
の
で
、

天
安
門
広
場
の
西
側
に
面
す
る
壮
大
な

建
物
で
あ
る
。
当
日
も
入
日
の
警
戒
は

厳
重
を
極
め
、
招
待
状
を
忘
れ
た
日
本

の
報
道
関
係
者
が
入
場
を
制
止
さ
れ
て

も
め
る

一
幕
も
あ

っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

レ
セ
ブ
シ
ョ
ン
に
先
立
ち
、
四
時
半

か
ら
記
念
写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

撮
影
は
ま
ず
約
千
二
百
人
の
参
加
者
を

一
段
二
百
人
づ
つ
上
下
六
段
に
分
け
て

半
円
状
に
立
た
せ
、
こ
れ
を
数
人
の
担

当
者
が
千
二
百
人
の
顔
が
互
い
に
重
な

ら
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
か
ら
始

ま

っ
た
。
こ
れ
に
約
十
五
分
は
要
し
た

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
半
円
周
の
中
心

に
据
え
た
独
特
の
カ
メ
ラ
を
、
左
か
ら

右
へ
ゆ

っ
く
り
回
転
さ
せ
な
が
ら
撮
る

の
で
あ
る
。
中
国
で
は
大
人
数
の
記
念

撮
影
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
こ

）

の
カ
メ
ラ
が
使
用
さ
れ
る
。
ま
る
で
映

画
の
カ
メ
ラ
の
如
く
に
撮
る
の
だ
が
、

出
来
上

っ
た
写
真
は

一
枚
の
連
続
し
た

横
長
の
も
の
と
な
り
、
魚
眼
や
広
角
レ

ン
ズ
で
撮

っ
た
ゆ
が
ん
だ
写
真
よ
り
は

ず

っ
と
ま
と
も
で
あ
る
。
矢
数
氏
の
話

で
は
台
湾
で
も
こ
の
カ
メ
ラ
が
あ
る
そ

う
だ
が
、
日
本
で
は
見

た
こ
と
が
な

い
。
と
も
か
く
何
時
見
て
も
不
思
儀
な

カ
メ
ラ
で
は
あ
る
。

さ
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
午
後
六
時
よ

り
始
め
ら
れ
た
。
会
場
は
三
階
の
中
ホ

開
院
レ
セ
プ
シ
ヨ
ン
於
人
民
大
会
堂

―
ル
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
普
通
の

体
育
館
な
ど
よ
り
は
ず

っ
と
広
い
。
数

え
て
み
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
は
全
部
で
二

百
で
あ

っ
た
。
各
人
の
座
席
は
正
面
中

央
に
両
国
首
脳
の
大
円
卓
、
そ
の
周
囲

が
日
本
政
府
関
係
者
と
参
加
者
の
地
位

順
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
開
院
式
典
時
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の
座
席
、
写
真
撮
影
で
立
つ
位
置
、
そ

し
て
こ
の
テ
ー
ブ
ル
、
と
千
数
百
人
に

及
ぶ
両
国
参
加
者
の
地
位
を
判
断
し
、

相
互
に
組
め
合
わ
せ
た
順
を

一
々
作
成

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一異
方
は
さ
ぞ
大

変
で
あ

っ
た
ろ
う
。
料
理
は
バ
イ
キ
ン

グ
形
式
で
、
期
待
し
た
ほ
ど
で
は
な
か

っ
た
。
た
と
え
人
民
大
会
堂
と
は
い

え
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
分
を

一
度
に
作

る
の
で
あ
る
か
ら
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で

あ
る
。両
国
代
表
者
の
挨
拶
が
済
む
と
、

鉄
腕
ア
ト
ム
の
主
題
歌
も
交
え
た
両
国

の
歌
や
ピ
ア
ノ
演
奏
等
の
出
し
も
の
が

あ
り
、
宴
は
に
ぎ
に
ぎ
し
く
七
時
半
ま

で
続
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
も

っ
て
今

回
の
公
的
行
事
は
全
て
完
了
し
た
。

中
医
界
の
歓
待
と
任
応
秋

教
授
の
告
別
式

筆
者
ら
は
翌
二
十
四
日
、
翌
々
日
の

二
十
五
日
午
前
ま
で
北
京
に
滞
在
し
、

午
後
の
飛
行
機
で
帰
国
し
た
。
こ
の
一

日
半
に
は
四
――――
も
の
招
宴
が
続
き
、
ま

さ
に
飽
食
三
昧
で
あ
る
。
革
命
後
の
中

国
で
著
書
が
翻
訳
出
版
さ
れ
、
中
医
界

で
は
最
も
著
名
な
矢
数
氏
、
そ
し
て
間

中
氏
の
日
本
湯
液
界

。
針
灸
界
の
両
長

老
が
そ
ろ
っ
て
訪
中
さ
れ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
中
国
側
の
歓
迎
も
ひ
と
し
お
で

あ

っ
た
。

二
十
四
Ｈ
は
北
京
中
医
学
院
と
中
医

研
究
院
に
、
各
々
昼
食
会
と
夕
食
会
に

招
待
さ
れ
た
。
場
所
は
偶
然
に
も

「
知

味
観
」
と
い
う
杭
州
料
理
の
レ
ス
ト
ラ

）

ン
で
、
同

一
で
あ

っ
た
。
こ
こ
は
近
年

の
自
由
化
政
策
で
杭
州
か
ら
調
理
士
を

招
き
、
屋
号
を
改
め
新
規
開
業
し
た
そ

う
で
あ
る
。
賓
客
用
の
室
内
は
、
筆
軸

な
ど
で
も
有
名
な
枕
州
特
産
の
竹
で
つ

い
た
て
か
ら
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
に
至
る

ま
で
装
飾
さ
れ
、
実
に
凝

っ
た
つ
く
り

で
あ

っ
た
。
昼
食
会
は
東
洋
医
学
関
係

者
全
員
が
招
待
さ
れ
、
北
京
中
医
学
院

づ
つ
み
を
打
ち
な
が
ら
、
皆
久
し
振
り

の
再
会
に
歓
談
は
尽
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
そ
の
午
後
は
本
来
、
臥
床

中
の
任
応
秋
北
京
中
医
学
院
教
授
の
お

見
舞
い
を
矢
数

。
間
中
氏
ら
は
予
定
し

て
い
た
。
任
教
授
は
現
代
の
係
思
逝
と

も
称
す
べ
き
近
代
最
大
の
大
碩
学
で
あ

り
、
そ
の
大
著

『
中
医
各
家
学
説
』
で

わ
が
国
斯
界
で
も
令
名
高
い
。
昭
和
五

）

た
。
と
こ
ろ
が
訪
中
も
間
近
の
十
月
十

七
日
午
前
、
任
教
授
御
逝
去
の
思
い
も

よ
ら
ぬ
訃
報
が
中
医
学
院
留
学
中
の
植

地
氏
よ
り
筆
者
の
許
に
連
絡
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
任
教
授
は
病
床
で
矢
数

。
間

中
両
氏
と
の
再
会
を
待
ち
詫
び
て
い
る

と
の
連
絡
を
受
け
て
い
た
だ
け
に
、
こ

の
悲
報
に
は
愕
然
と
し
た
。
そ
し
て
任

教
授
の
御
遺
族
と
中
医
学
院
の
配
慮
に

よ
り
、
十
月
三
十

一
日
の
本
葬
に
先
立

ち
、
我
々
一
行
だ
け
の
た
め
の
告
別
式

が
こ
の
午
後
に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
任
教
授
が
入
院
さ
れ
て
い
た
東
直

門
医
院
の
接
待
所
で
御
遺
族
、
高
鶴
亭

中
医
学
院
党
書
記
ら
に
面
会
し
、
矢
数

・
間
中
氏
よ
り
懇
ろ
に
追
悼
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
た
後
、
医
院
内
の
霊
安
所
で

御
遺
体
と
対
面
し
た
。
中
国
式
に
一
人

一
人
が
献
花
し
、
し
め
や
か
な
告
別
式

が
と
り
行
わ
れ
た
。
矢
数

・
間
中
両
氏

と
海
を
越
え
た
友
情
で
結
ば
れ
た
任
教

授
と
の
最
期
の
別
れ
で
あ
る
。
両
氏
の

友
惜
の
御
気
持
ち
は
察
す
る
に
余
り
あ

る
も
の
で
あ

っ
た
。

さ
て
北
里
東
医
研
に
所
属
す
る
矢
数

道
明
、
間
中
喜
雄
、
板
谷
和
子
の
各
氏

と
筆
者
ら
四
人
は
、
そ
の
晩
六
時
よ
り

再
び

「知
味
観
」
に
て
中
医
研
究
院
の

の
宴
に
招
か
れ
た
。
中
医
研
究
院
か
ら

は
施
築
邦
院
長
、
李
経
緯
医
史
文
献
研

究
所
長
及
び
馬
継
興
同
副
所
長
、
辞
清

禄
図
書
館
長
、
朱
冬
生
外
事
処
長
ら
が

出
席
さ
れ
た
。
現
在
北
里
東
医
研
と
中

医
研
究
院
と
は
姉
妹
提
携
の
予
備
交
渉

二
十
四
日
畳
、
北
京
中
医
学
院

の
招
宴
に
て

左
よ
り
王
綿
之
教
授
、
矢
数
氏
、
間
中
氏
、

王
永
炎
院
長

か
ら
は
王
永
炎
院
長
、青同
奎
乃
副
院
長
、

王
綿
之
教
授
、
何
素
清
外
事
処
長
ら
が

来
て
お
ら
れ
た
。
王
院
長
、
一尚
副
院
長
、

王
教
授
ら
は
い
ず
れ
も
米
日
講
演
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
互
い
に
面
識
の
あ
る

方
ば
か
り
な
の
で
、
う
ち
と
け
た
和
や

か
な
宴
と
な
っ
た
。
昨
晩
の
人
民
大
会

堂
よ
り
は
数
段
美
味
な
杭
州
料
理
に
舌

一
九
八
二
年

一
月
二
〇
日
、
各
家
学
説
研
究
室
に
て

中
央
が
任
教
授
、
そ
の
後
方
は
小
曽
戸
洋
氏
、

左
よ
り
二
人
目
は
筆
者

十
八
年
の
第
三
十
四
口
日
本
東
洋
医
学

会
学
術
総
会
に
は
、
中
幸
全
国
中
医
学

会
を
代
表
し
て
来
日
講
演
を
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
直
前
に
至

っ
て
肺
腫

瘍
に
て
入
院
加
療
中
で
あ

っ
た
。
そ
し

て
矢
数
氏
ら
は
今
回
の
訪
中
を
機
会
に

見
舞
い
に
伺
う
つ
も
り
で
、
そ
の
旨
は

招
聘
を
受
け
て
す
ぐ
に
連
絡
し
て
あ

っ

二
十
四
日
夜
、
中
医
研
究
院

の
招
宴
に
て

前
列
左
よ
り
矢
数
氏
、
施
院
長
　
間
中
氏
、

後
列
左
よ
り
馬
医
史
文
献
研
副
所
長
、
李
所
長
、

板
谷
氏
、
諄
図
書
館
長
、
筆
者

中
で
あ
り
、　
一
昨
年
よ
り
東
医
研
の
医

史
学
研
究
室
と
中
医
研
の
医
史
文
献
研

究
所

。
図
書
館
と
は
古
医
籍
文
献
等
の

交
換
協
力
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の

訪
中
に
当

っ
て
は
、
東
医
研
か
ら
の
贈

呈
書
籍
四
十
数
冊
が
滞
行
さ
れ

て
い

た
。矢
数
道
明
氏
や
大
塚
敬
節
氏
ら
が
、

戦
前
の
困
難
な
時
代
か
ら
今
に
至
る
ま

で
中
国
の
漢
方
各
家
と
交
流
を
続
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
わ
が
国
で
は
良
く
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
回
の
贈
呈
書

目
録
が
披
露
さ
れ
、
矢
数
氏
ら
の
熱
意

が
伝
わ
る
と
雰
囲
気
は

一
段
と
盛
り
上

っ
た
。
ま
た
間
中
氏
の
中
国
語
も
交
え

た
軽
妙
洒
脱
な
ユ
ー
モ
ア
は
緊
張
を
ほ

ぐ
し
、　
一
同
は
旧
知
の
如
き
自
由
さ
で

語
り
合

っ
た
。
今
回
の
訪
中
で
最
も
楽
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茅

葺

軽

子

と

は

河

岸

の

賤

業

一
葉

忌

冬

至
風
呂

不
随

の
妻

を
揉
み
ほ
ぐ

し

冬

う

ら

ら

飛

行

船

浮

き

退

院

す

去
年
今
年
自
嘲
に
揺
る
る
弥
次
郎
兵
衛

女

正

月

秘

密

覗

き

に

錦

来

て

べ
え
独
楽
や
仲
間
は
ず
れ
の
着
ぶ
く
れ
し

昭
和
二
十
六
年
十
月
二
十
四
日
　
第
三
種
郵
便
物
認
可

和
漢
薬
二
月
号
第
二
十
五
巻
第
二
号
　
昭
和
六
十
年
二
月
一
日
発
行

（毎
月
一
回
一
日

し
く
う
ち
と
け
た

一
時
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
翌
二
十
五
日
の
昼
に
も
二
つ

の
招
宴
が
開
か
れ
た
。　
一
つ
は
社
衛
生

部
長
個
人
の
宴
で
、
矢
数

・
間
中
両
氏

と
津
村
重
舎
氏
な
ど
を
招
き
、
北
京
飯

店
で
開
か
れ
た
。
中
国
側
を
含
め
十
名

に
満
た
ぬ
極
く
内
輪
の
会
で
あ
る
。
桂

部
長
は
周
知
の
こ
と
と
思
う
が
、
中
華

全
国
中
医
学
会
の
会
長
も
兼
ね
る
中
医

の
出
身
で
、
昭
和
五
十
五
年
に
金
沢
で

開
催
さ
れ
た
東
洋
医
学
会
総
会
に
中
医

学
会
代
表
団
長
と
し
て
来
日
さ
れ
て
い

る
。
ま

・
た
同
席
し
た
銭
前
衛
生
部
長
は

西
医
出
身
で
あ
る
が
、
革
命
前
の
一
九

四
六
年
に
宮
前
武
雄
著

『
和
漢
薬
応
用

の
実
際
』
を
翻
訳
し
、

『
実
用
中
薬
大

綱
』
と
し
て
出
版
さ
れ
る
な
ど
東
洋
医

学
の
造
詣
も
深
い
。
今
回
中
国
に
招
聘

さ
れ
た
医
学
関
係
者
は
、
前
述
し
た
友

好
医
院
の
設
立
趣
旨
上
、
多
く
は
現
代

医
学
関
係
者
で
あ

っ
た
。
だ
が
現
衛
生

部
長
と
前
部
長
の
最
も
親
し
い
友
人
と

し
て
、
矢
数

・
間
中
両
氏
と
津
村
重
舎

氏
と
い
う
東
洋
医
学
関
係
の
代
表
者
格

の
み
を
招
い
た
会
が
持
た
れ
た
こ
と
に

は
、
中
国
側
の
深
い
配
慮
が
窺
わ
れ

た
（さ
て
い
ま

一
つ
は
、
友
好
医
院
の
印

会
河
副
院
長
に
よ
る
招
宴
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
矢
数

。
間
中
両
氏
を
除
く
東
洋

医
学
関
係
参
加
者
が
招
か
れ
た
。
場
所

東
直
門
付
近
の
山
東
料
理
専
門
店
で
、

友
好
医
院
か
ら
は
印
副
院
長
と
焦
樹
徳

中
医
内
科
副
主
任
ら
が
出
席
さ
れ
た
。

当
日
は
印
副
院
長
の
胆
入
り
で
引
退
し

て
い
た
老
調
理
士
を
特
に
招
い
た
と
い

う
だ
け
に
、
材
料
の
吟
味
か
ら
盛
り
方

ま
で
筆
者
が
今
ま
で
食
し
た
山
東
料
理

中
で
最
高
の
も
の
で
あ

っ
た
。
だ
が
印

副
院
長
は
我
々
と
杯
を
重
ね
る
に

つ

れ
、
桂
部
長
に
矢
数

・
間
中
両
氏
を
と

ら
れ
た
と
ば
や
く
こ
と
し
き
り
で
あ

る
。
今
回
の
開
院
式
参
加
者
中
の
少
数

派
で
あ

っ
た
東
洋
医
学
関
係
者
を
、
友

好
医
院
中
医
部
門
の
面
子
を
か
け
て
も

て
な
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
主
体
で
あ

る
両
氏
が
昨
晩
急
遂
決
定
し
た
社
部
長

の
招
宴
で
欠
け
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
印
副
院
長
が
残
念
が
る
の
も
も

っ
と
も
で
あ
る
。
し
か
し

一
同
は
印
氏

の
す
す
め
上
手
と
、
こ
れ
で
今
回
の
日

程
は
全
て
終
り
と
い
う
気
分
も
手
伝

い
、
飛
行
機
の
時
間
が
迫
る
寸
前
ま
で

杯
を
重
ね
歓
談
が
続
い
た
。

そ
の
後
飛
行
場
で
矢
数

。
間
中
両
氏

と
落
ち
合
い
、
夕
方
に
は
成
田
に
到
着
、

今
回
の
訪
中
は
無
事
終
ｒ
し
た
。
想
い

起
せ
ば
わ
ず
か
三
泊
四
日
の
日
程
で
あ

り
、
連
日
の
行
事
の
た
め
中
国
の
友
人

と
ゆ

っ
く
り
と
語
り
合
う
機
会
ど
こ
ろ

か
、
生
産
を
買
い
に
出
る
時
間
も
な
か

っ
た
。
街
に
出
た
の
は
唯

一
到
着
し
た

夜
、
昨
夏
か
ら
認
可
さ
れ
た
夜
店
の
見

物
に
一
人
で
出
た
時
だ
け
で
あ
る
。
だ

が
そ
れ
で
も
宴
会
時
の
雰
囲
気
や
何
げ

な
い
会
話
の
端
々
か
ら
、
こ
こ

一
、
二

年
に
お
け
る
中
国
の
大
き
な
転
回
が
窺

わ
れ
た
。
近
視
眼
的
に
中
国
全
体
を
語

）

る
こ
と
が
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
承
知

し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
筆
者
が

か
つ
て
中
国
に
対
し
て
抱
い
た

一
種
の

諦
念
が
幾
分
薄
ら
い
だ
よ
う
な
気
が
す

る
。
そ
し
て
こ
れ
に
も
増
し
て
痛
感
さ

れ
た
こ
と
は
、
現
在
の
中
国
に
と
っ
て

伝
統
医
学
を
真
に
共
有
し
、
理
解
し
あ

え
る
外
国
は
日
本
し
か
な
い
、
と
い
う

日
本
の
東
洋
医
学
界
に
対
す
る
中
医
界

の
熱
い
期
待
と
友
情
で
あ

っ
た
。
と
も

あ
れ
今
回
の
訪
中
は
、
筆
者
に
と

っ
て

様
々
な
点
で
感
慨
深

い
も

の
で
あ

っ

た
。本
拙
報
は
筆
者
の
記
憶
と
メ
モ
等
を

資
料
と
し
、
兼
ね
て
私
見
を
加
え
た
も

の
で
、
正
確
を
欠
く
点
が
あ
る
や
も
し

れ
な
い
。
す
べ
て
筆
者
の
責
に
帰
す
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
を
了
と
さ
れ
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。
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